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阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

環境問題について普及啓発を行う「第13回とくしま環境
学習フォーラム」が１月25日、シビックセンター（徳島市）
で行われ、伊島中学校生徒が伊島ササユリの保護・育成活
動を発表しました。同校では、ササユリの環境を守るため
の下草刈りや生育調査を長期間行っています。川西湊太さ
ん（２年）は、「これからも地域の宝であるササユリを守
っていきたい」と話していました。

伊島中学校　ササユリ保護活動を発表

羽ノ浦町の前川達哉さんが、ネパール東部のイラム地方の
紅茶を日本で周知・普及した功績により、ネパール政府か
ら同国に貢献した人に与える賞「International Civic 
Service Honor 2019」を受けました。前川さんは、現地
でイラム紅茶を仕入れ、日本に紹介しています。「今後も
ネパールのおいしい紅茶を知っていただくため邁

まい

進
しん

した
い」と話していました。

ネパールのイラム紅茶を広めたい

１月18日、文化会館で行われた「第52回阿南市社会福祉
大会」で、表原市長から阿南市出身で詩人・画家の河村武
明さんに、本市の魅力をＰＲしていただく「阿南ふるさと
大使」の委嘱状が手渡されました。河村さんは34歳の時
に脳梗塞で倒れ、重い障がいを負いましたが、表現者とし
て、全国で個展や壁画制作、講演活動などを行い、幅広く
活躍されています。

河村武明さんに「ふるさと大使」を委嘱

２月２日、科学センターで、2000年にノーベル化学賞を
受賞した筑波大学名誉教授の白川英樹さんの特別実験教室
を開催しました。小中学生19人が参加し、導電性プラス
チックの合成と、それを使った電池の組み立てなどを通し
て、研究や実験のおもしろさを体験しました。参加した宇
野芙美さん（羽ノ浦小６年）は、「将来は自然科学を、白
川博士のように教えたい」と話していました。

ノーベル賞 白川博士の実験教室を開催

１月26日、情報文化センターで誰もが住みやすい
まちづくりを考える「市民公開講座」が開催され、
約320人が参加しました。主に羽ノ浦町内で地域づ
くりに携わっている皆さんによる討論会「認知症に
なっても住みやすい町づくり」があり、「人の気持
ちに寄り添って話を傾聴することが大切」「地域の
中で温かい見守りの輪が広がるのが住みやすい町づ
くりの第一歩」などの意見がありました。また、認

認知症になっても
住みやすい町づくりをめざして

知症ケアと介護職の魅力を描いた映画「ケアニン～あなたでよかった～」が上映されました。


